
鋤‘一・携虎：1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　69

pt 二・三の絹絲蟲の飼料成分の比較

中曾根長男

緑川義輝

Tyonan NAKASONE and Yoshiteru MIDORIKAWA:-Comparative studies 

on the chemical constitutions of some kinds of the food plants 

for the true and wild silkworms, Bombyx mori, 

Antheraca Yamamai, Antheraca pernyi

　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　嘗

　育環L飼料成分のxt　1’1何は直接に襟兇の縄過の早晩、繭綜の良否に影簿し籏作の難1×1は勿論饗

撚濟撚大の關係群∫す。醐して塚ξ鑑難一一の僻快礫葉邸1粥成分α珊究は腹旅激多く磯

蕎譜を凝ぼ櫻購蒼濃灘禦灘総！緯ll貰譜t灘讐歴灘

＊織叙Dictyoploca　japo1ユica，　Moore）の獲育生」：：llが飼料1｛・1の鐙素化合物の多少に影・簿さる訓描

だしきを報告せり。嶽徽の代川食物に關しては東1ナLi爾洋に調査1麟1｛多けれども典の化雛的研究
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
｝留て輸さ身ししもの少く・欺楕燗し嶽漸並タンポ脚・窒素化合物の聖ll質に關して巾

根氏の報膏を有するのみの如し。

　樺禰昭和9年3月工U來、1鵬徽培酬PI曳、立木魯鑑繍；，㈹雌・4料としてのイィ襟、1禰騒

カキチシヤ並に天、杵蹴飼＊」1として茜柳、撰、松及渠に就き共の食i弓料的偵値を遺及し．以下の如

き成績をそへ｝海りo

　供試質料は菓及桑樹（改良魯桑）は立木、柘及楮は高刈fk立、櫟、桝及言1雪柳（特に漁地）は

中刈仕立にしてで・∫れも肥沃なる洪麗顛二剛寵せるものなり。以1二の蟄料よりは央々茸襟（未

黙葉にして稚鷲川なり。）と老葉Q戊熟葉にして翫灘1川なり。以’ド同じ）を探取し分わ爵を行へり。

　術カヤチシヤは充分域熟をるものを、3く溢室薬は九州帝大農離部のm中敬まi～の好意にょり市

李種の域熱葉（肉眼1こ於ては一・股幌）3齢用桑以下の熟度1こ見ゆ）を3月Φ旬に探取せるものを

供試せりo
分撚は縛1・、b。m。W。k，m。n。。dL，、v，＿t最1閥蹟亡志巌蜘、り。

　　　　　　　　　　　　　　工　一澱的組成

次に薪葉に於ける一般的組成を爽示せぱ第一表の：如し。

　　　　　　　　　　　　　　第　一　表　　　（A）　　　　　　　　　（乾物百分rlり

全　　窒　　素

拶1三蟹1雪1質蜜i素

純　蛋　　1’1　質’

魯　　桑　　　朽　　　　　楴 櫟

4．62　　　　　5．01　　　　　5，11

0．76　　　　　　　0，93　　　　　　　1．23

24．14　　　　　　25．4G　　　　　　24．21

5．OO

O，52

27．99

檜

3．96

0．37

22．娼

栗　　　：il旨柳

3．S7　　　　　3．93

0．25　　　　　0。36

22。62　　　　22．2S

慧，綜撃雑誌　　第九奮　第一號　　1t）36



70　　・　　　　　　獄　　謡…　串　　Sif　　誌　　　　　　　　11制L霧

塩酸可溶糖類　　　18・s・些

細，　脂　　肪　　　　5・22

粗　　織　　維　　　　1L17

凱　　茨　　分‘　　　9．87

　　　　　　　　　ハ　ヒ　
探　取　月　ili　　　　5，24

28、56

5．66

5．29

6、69

5．鶴4

盛5，‘〕0

5、51；

5．7！

9．9｛1

1岱，ll7

i｝．1．1

1り．n謡

5．昌7

『5．‘レ屯娯　　　　5脇

「　　°｝　曜’∴　 “∴　
‘’

　　　　　　i
：：e．s判　　：：⇔・nt：1　雲1㍉・s：’｝

　　く　　　　　　　　　
ri．：；i；i　’．1，．：！　　！；、s！

　　l　　　F
liLil丼i　　川、：1；”　　　ll！．VP

　　き
　　ヨ　　　　　　　　　
4・1’：普@l引1　・塵・皇；1

5，　roi　・漁i　l’im

　」二表に明なる如く、家鱗飼料と蜥謙1粥欄には成分1：に大課iあ｝妬rilj罵酎騨’轡の！lll・111灘・粥1機

於ては家癒飼料に比し窒素化合物IL：iしく劣る、tl’与にll剛d「順竃素に於マ1然ll　v絢ll榊具桝；韻に

於ては蜀贋訓蛋旧賃膣素廻礫勲砂く、獺1白贈隷の・1静糖綱欺i，・潤1聯・酬lll

に於ては蛋ll質及非蛋由質堵素の最も多きぼ櫟に1，て嘱最も劣る、、＊ll脂肪ほ捧1司｛’田ljiツく差な

し。釈繊維は構に’11’X’，tceしく拶く共他は近似：lll：にして11聖il柳、藁蝶、霜ll1澱擬の順なll　Jli招1特ば’1

等の㌔に鋤ぎ歩。鰍rは桑eτ最も・以榊慰膿20騨跡、期麟：でill・’蘭尚，，1・’し蹴1’嘱魏．・

きは票の30％次ぐは楮の2蹴∫余なり。難醐鮮物il・・蕨分呂1・」・繊・1，ぼll；・，1．：（1・IW”111。

第　一　表　（：B）

1「L‡II輩臼問llゴゴ分馨ド1

一，、．，＿．＿一　＿＿＿＿．＿＿．＿．＿＿＿一．＿．．　　．＿　．一　　　．　　　　　　　　　卿漏騨「刷　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

嘲’｝｛

水　　　　分

｝陀　　　　物

登　　窒　　素

非蛋【1質窺索

純　畳　肖　質

塩酸’可溶糖類

粗　　脂　　肪

瓢　　繊　　維

粗　　双　』分

糖嶽i蛋白質率

魯　　渠

77。97

22．03

も

1。02

巧イi

76，13

23、s7

1．19

0．16S　　　　O。22：1

5．32　　　　　e，．OS

4，15　　　　　　6，S2

1．15

2．46

2．17

78，01

1．35

1．26

　LOO

112．17

　　　　　　　1
惜　　　　標　　｝　櫓　　　轡『　　ll・自拗

　　　　　　　1
塘L93i　7L，．4引　71u，1　割ジ　甑18

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト

　　・矧　漏・・1畑1漁レ・・鋤

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま

　　1・2s　酬　酬　1・｛πi篇l
　　l：：：／i’”・ll　l：lll2一駕”：：：1塁1：認

げ　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　t／；，271　｛｝．副　i）．副　t　v：／｝1’　ll　v，．P：・1

　　　　　　　　　1　　　　　i　　　　　1
　1．119　　　　1。39　　　1，4：i　　I．ll｛｝　　　L鵠n

　　　　　　　　　　　　｝
　1．41｝　　　　2。72　　　・Lll　i　　2．爵1　　　4．㈹

　　　　　　　l　　i

　若藥中の水分含澱は譲叢灘1羽…斗に比し野獺飼11’トに於ては菩しく少なし、（此の撫£は後泓ゾ鵡竣熟

葉に於て殊に逃だしの是の如く野羅が水：分含量少なき飼料｝こて良く1始’ゴを磨ふLl！｝る賦野羅は

飼料以外の雨露等により経口的に水分の補系合をなし得るに因るなら、・L，。4脇四）各暁、，｝の‘轡∫割

脅瞠伽ゆものと畑小異な｝隔
　爾各飼料のSugar－protein　Ratioを見るに野3灘ld料は象鉱飼斜より概して高iiなり！羅：嶺こ

於ては柘及楮は稚獄用1’愛分としては著しくllll鄭なり。野舐飼料に於ては樫、楢’乏ll亀il柳ゐ1轄こし，

て票は極端に高率なり。天・柞獄の栗葉飼育が君≡々食下不良と病難職を作ひが戚麟志なるほ跳

等の原因も叉蝶て大なるものあらん。

　次に威熟葉中の組域分を示ぜぼ第二炎の如し。
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角写　二：　表　　　（A）　　　　　　　　　　1・1吃物百分ll！

噛「『” @　　　　　　　　　　　　・一　　・…　一・　　　　・一一　…　　・一．・・，、．．、＿＿＿、＿　．．．．．．　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酵

魯　　　　i桑

柘

楮

換

ii・il

ti’ii　　　　柳

湘．竃染ql∫涛1リ

カ　キ　ヲー　シヤ

⑭＋桑錨諜

杢鑑’素

3．25

4．22

・：1．4s

3．49

1　　3・13
1

1　t’；．（》7

　　3．77

」　4・70

　　5．52

5。3G

非劉乏1鵬ぼ量

窒　　索

⇔．48s

‘｝．713

o，448

0，222

0，269

G．251

‘）．379

O噸6（｝1

糸蜘21質饗暢！蟻

：17、2s．

21．91

24．90

20．42

コ．7．87

17．（；O

21．17

25．23

1L208　　　　27．（11

　　　　　　酌
　　　　38．4呂
　　1

25．50

25．13

24．48

32，12

22，24

29，66

22．62

20，it・1

12．｛〕5

：1，4514

測1ﾞ撒維
5．00

5．・t3

5，90

4．44

5，62

5．01，

2．93

4，儲

7，9，S

8．tl7

14，03

8．37

6、92

20．76

22．78

2（》．76

13．07

5．86

8．B2

9，43

胆L1・E分

10．t’）｛’）

10．Sl6

13，47

4。13

4．72

4．13

6．19

12，11

1i，£1｝

19．16

探収月1：1

7．（）1

c，，15

6，15

6，14

6，14

6，15

G，15

3．lo

7，23

7，23

　　⑭粗蛋肖貿

　　⑭改良鼠返の桑葉粉＊駈カキチシヤ新鮮物のSl％鏑粒添加すo

　成熱葉に於ける乾物百分申の成分te於ても1そ1潮じに於けると同様野翻飼料i．ま象鍛飼料と馨しく

異る。即ち蒙麗飼料tこ比し野鍛飼料は1駿類、湘繊維．悼しく多きも窒素化合物特に非蛋白費竃素

及湖次分は蒙窪灘朋i斗の！i亡ゴiヒに蓮せつ㌔

　野獄飼料間に於ては窒素化合物は嵩柳及櫟に多く構及票に少し、米ll脂肪は之に反し殊に葡柳

に於て少最なり。翻繊維に方年ても叉蒲柳に署しく少なけれども次分は最も多し。糖類は櫟及栗

に多し。

　家獄飼料に於ては窒素化合物は鵜桑著しく少く，カキチシャは次分含量と共に最も多し、殊

に非蛋白質窒素多量なり。之に反し鱗類はカキチシャ蕪だ少し。豪［U脂肪はカキチシヤ鞘多く、

麹織維は瀧鎧桑最も少きが魯桑に於ては著しく多彙なり。断鮮物Φの新成は次喪の如し。

　　　　　　　　　　　　　　　　　身∫　こ二　爽　　（B）　　　　　　　　　新鮮物百分rli

一
魯　　　桑

繍

楮

櫟

嵩　　柳t

温　室　桑

カキチシヤ

礫霜莱

1水分乾物ト麟懸剰懲隣馨瑚糊旨1小徽維粗紛灘

71．79

73．SO

73．64

5蝕．43

54．96

61．S3

69．73

177’07

1　92．70
185・9°

2S。21

26．20

26．36

47，57

45．04

38．17

訊）．27

22．93

7．30

14．10

10，918

1．105

11・1｛19

1．660

工．408

－1，170

1．1dO

1．077

O，・103

0．755

0．13S

O，187

O．11S

o，1（，6

0．121

0．09G

O。115

0．1昌2

4．88

5。74

6，57

9．72

S。05

6．72

6．41

5．79
。．。SS　1　L97

　　　　　㊧
　一　　　tL，72

7．OS

6．59

6．45

15．2s

10．00

11．32

1｝，S5

4，69

0，8S

1，9，9

1。41

1．42

1，56

2，11

豊．53

1．91

｛｝．89

1．07

o，58

1．1S

3．96

2，19

．　1。83

9．80

9．36

7，92

3，96

1，34

0．61．

1．33

3，1．0

2．71

3．筋

1．75

2．13

L5S

1．s7

2．78

1．3・i

2。69

145，08

U・1．S1

｛）8，17

ユ57．20

ユ24．22

16s．45

106．S6

S1．OO

44．67

42，16

㊧粗蛋肖質
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新鮮物の家獄麟灘胴1こ於ける繊分含制1ム乏も顯肱る柵！；卿備：僻｝の・船潤・ffii：飼

料に比し極めて少き審なり。術野羅飼料は発多｝．素化合物中の釦7戯の害輪が歓、瑠［1ド雌塵

索は少し、次分疑は野鶯飼料に租々劣るも糖類、糊ll肪及11職lil臆何れも1党i　t”く劉

　野欝飼＊欄に於てはi蛋白質副樂及楢に、非讃1．’償牝拭測jJ｝渤’嫡嵌姻聴1｝び輯・轍戯

粗繊維は櫟に最も多く糊班1咽1各成分最低なり。家鱗飼掛に於ては水り｝ほ魯築最靴奴，ヵキチ

シヤは極端に多く次は1胤室桑なり。カキチシャは他飼料．1：りノ掲｝以外の卸’1り｝1嚇砿最覗財

が非蛋日質ぱ比較的勿し。魯桑の櫨類，灘繍ll汲翻次分砿他の1［1伸・1：i以豊富なi㌦桁にl／｝山

ては蛋白質に比し非蛋白質窒素禅しく多し。糖類．皆自裕1こ於で蜘ll．だ“ili．i畦にして次圏轍櫟、　la

及li旨柳の順なり。魯桑ノ）轡しく高率なるはfl：立法の如何も2・るが搬1嚢當1囎、’ll【罵lli：iiiV！川樫1、て

rl寺期逓れ過熱に陥入りたる結果ならん。湘蜜濤は最1く城1；：｛嘆の搬取ノr．｝，し望｝JW》liB：：1齢1出㌦

の範剛内に止り、カキチシャに於て目：頭に袴しく劣為。

，　　　　翼　飼料中の蚤肉質の種類

　前蓮に明なる如く各飼聡｝惜1に於て含’｝ミ素化含物（　1’i三・、して蛋ド1質）に大蒲勘・イ∫ずるが、巨，1に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くi；　）　　　Ctll1
之を種々なる溶媒にて浸川し溶月1量のオU遡より蛋田質¢，蟄異断追及せ1．）　w雪11て、．脂戸馬ノ窯片出

氏等は1桑；“／；，i蛋白の研究に於てi汝蛋II殿は霊として．稀｝1」醐Ψ1三曹漁液及食囎ノ1くに瀦川さ：くハ澱ri賓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1】）
なりと考へられしがOsborne，　Wakemau　and　L駕Lv“11worthは｛1岬，・葉」：り0．3ご・貿、11性曹∫ゼの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（嚇
60％アルコール熱瀞液に浸川せらるN蛋白質の多きを蜘り．illlいで礎謀氏は額｝lll腕於1ぐ同法罵，1：

り桑1奨中の蛋ド1質¢）大部分が之に浸出せら7v　U｛ま白質なる琳を｝ll・li担月ハ，次にICi　l僧の峻飢撫

畿示せん。

第三表　飼料中の微ll質の溶媒による溶出1塞ぴ，」・ヒii艇（乾物百分中》

1－ @一一　一．一一一一．．・一一一一……一一・　…　一一・・　　．－　　　1．．　　一　　　　　　　　．・　　　　・」｝　

（成　　熟　　　葉）

全　　　　窒　　　　素

i蛋　　白　　質　　窒　　素

非　　蛋　　白　　質　窒　 素

水溶性
o塞譲窒棄

10％食羅可溶窺　素
70％アルコール　　同

0．2％NaOH　　　　同

0，3％NaOHを含む
60％熱アルコール　同

残渣・rllの窒素
浸iH｛さ才しし蟹白質窒素の合・言卜1

　　　　　　　　　　　1

　　　「
魯桑11：．｛i

　　　i

3，2530

2．7648

0．48S2

0．6008

O，　．LS46

0ユ3S6

0．OSS2

4‘D2176

3。5050

0．7126

0．60S1

0。2326

0．9204

O．1512

0．2070　0．3GO8
i．9．　，tls　1　2．L，2。5

O．1676

2．7278

O．2014

3．，s，　｛1；9

櫓　櫟　描i菓　葺：；概3樽

4．4311tll3．48，6

　　　i
3．9sξ3113，2G7s
　　　l
O・44ε3！0・221S

　　　j
O．6044　10．｛sSil6

　　　｛

0・209410・242⑪

O．2148｛0。1525

　　　ミ
O．U92il）．1772

。。361sl。．5、。7

2．6SSO

0．2264

3，8】94

l　l　l

2．⑪1（；6

0。1176

3潔！66
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　　　　　　　　　鋼周爽純蛋頗螺ユ00畔け路灘職購繊聾1倉

（戌　　　　熟　　　　葉）

水溶性蟹白　質鑑　索

10％食盟II∫溶　　　　　1司

70％アルコール　　同

0．2％N’a〈）II　　　　　同

0．a％N‘乱Olrを含む
60％熱アルコール　1，’iJ

窺　　澄　　tll　の　　鑑　　黙

損　　　　失　　　　燈　　　　聾量

魯　桑

10．露9

5．01

3，19

7．4S

（｝6．62

6．06

L35

非‘一楮
　　：

6，64

6．29

4。31

10，蟻9

6，3．35

5，75

3．lll7

5．鱈5

5．139

2．99

9．08

Gア．45

5，68

4．16

櫟

7．41

4，67

5．42

16．茄

1｝1．7ユ

3，6〔｝

（》．64

縮轡 葡　柳

3．90　　　6．41，　　5，02

4．78　　　4．ti　6　　　2．44

7，27　　　　3．G9　　　　3，92

2｛｝．40　　　21．64　　　10．76

51，20　　　57，S5　　　7t～．26

4．97　　　4．G4　　　2。87

1．4s　　　1．31、　　2．73

カキチ
シ　　ヤ

　5．29

　5．oo

1｝，18

10。51

6s．76

E），75

L41

　蒙欝飼料ぱ一一般1こ水溶性寵素多く「1瓠時に非蛋自質叢イ｛も野鱗飼料より勝る、殊にカキチシャ

に於て然｝〕とす。野置漁1”1料と家鍛飼t～g・に於ける各溶煤に浸川され艮叢素量よりして蛋白質の矛1疲

類を比鮫するに牝に喜測ぎなる瀞異は野餐：櫛・」料にありては0，2％N二10H可溶蛋白質（ぞkとして

glutelins）・薄しく多く象霊灘1引斗に於てはO．39X　Na「）Hを含む60％熟アルコール可溶蛋「¢ぼをの

姻勤・然昨ら個・a・’飼　斗総て謝縄’£・i1・・3％N・・H姶む6・％熱アル・　一一・・

1に口∫溶の蛋白質の多き事ld：前研究者とよく…致す。

　水溶¶｛1三i蛋白質（搬としてalbumiusにして910bulinsの・一・部を含む）の最も多きは魯桑に

して亜ぎ’は櫟及柘なりo

　家識飼料申魯桑は水溶盤蛋白質及0，3％NaOHを・含む60％熟アル＝一ル可溶蛋ド1質豊富

にして共他の蛋白質は比Ill交的少きが、柘、楮及カキチシヤは10％’Nacユ可溶蛋ドばT（主として

globulins）多くIILつ0．2％NaOI－1可溶蛋白耽（虫として91ut’elins）に富む。劣《嶽の桑葉飼

育が代用飼料の何れよりも捜育良1好にして巌卵の～i三産多く凶ll質の優良なるは此唱’；成分の關係す

る所大なるべし。

　野羅飼料に於ては一般にglute正iliS蛋山質多きが特に構及票に磐し。叉70％アルコール可溶

蟹ド1質（主としてprolamills）も野灘倉司料に多く此等の關係は1董卵∠1三漆量及繭質等と害1接の關

係を商するは勿論絹縣虫の食性1二窒素化合物の塾異の及ぼす影響汐ま興味ある問題なり。

　　　　　　　　　　　　　　，1｝
　　　　　　　　　　　　　　亙∬　飼料と糖類の比較

著脅等は更に水溶性窒素定量の際同峙に共の中の糠類含量をも比較せり、邸ち第五，表の如

し。　　　　”

　　　　　　　　　　　　第thL二凝　飼料II靱り糖類のJ・LII（SC　（威熟葉）

霧i全　糖　顕
百　　　還　　　フ血　　　籾野

分
til　　　水淳ド性二金11，ll・鵜1

　阿れ’も葡萄糖、として算出

魯桑　’Sfi［堵

26．50　　　25．13

5．23　　　7．（｝6

1L）．73，　　11，61

24．・1S

2．13

8，74

櫟縮i栗
32，12

1L　9．　7’

12．67

　　1
22．24［　29。66

5．60　　　7．62

6．3霊　　　9．07

il’il柳

22．G2
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カキチ
シ　　ヤ
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9．8｛｝　1・…

12．05
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新
鮮
1毎

碁

中

金　　糖　　獺

還　　尤　　糖

水溶性登糖謬証1

魯　桑 柘

7，0S：　　G．59

楮 櫟

一：li，；i椴圓・罵

6．45臼謡

　　1
0．561　5〔｝9

捨

10．ol｝

比阻

2，s5

・引筒柳

　　1
11．82　　　｛；．S4

2．91 2，1；・1

｛t．4t口　　2．“t）

　　1

カ・1：　・」”

シ’　ヤ

（）、H8

｛1），1t｝

⇔．r，9t；

　フ辮容性糖分は櫟を除けク3瀕鷲飼料は塁f職飼1…ごはり禰々勝る』野器飼料1星1ミ蹴飼料に於℃簿し

き繋異は前脅は水溶・lf5三糖分の大部5｝が瀧元糖なる事なりo櫟の～無糖分1よ飛飼料II，1最も移津が噂“’1

元糖は之の1／3に及ぶ多：lll：なり、全糖類に封する水溶1除・登糖分の割合は魯鎚最多・にしレご約1侶

に逮すo各飼料中桝、楮及カキチシヤは水溶ll！k糖分少きが制皇に楮ゐカヤヂシヤに於け嫁P澱1亡糖

轍は仙少なり。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

Iv港　　　察

　以ヒのhza’績より野職及家職の飼料成分闇に1こ嬉呼しき鍛與ある事を‘：知り得勘ゐが』飽扁il路織、縫

は共の脅性ltllら好i臣麺の飼料を求むるは1」と・然にして家欝に於ける癖恭、天、杵慧に於ける尋旨獣

典の適例なり、囚て之等絹繰鎌の倉嗣ll賊分の棚遡或は含し｝ll二の多少む槍討するlfにより飼料hl’〔物

の泄i操、rh11種の改良或は栽増法｝1訂來の動1司を推定するに當り大なゐll安t’1二なるゾきなi㌔

　各飼料1．1・1に於ける水分の多少が絹綜漁の獲育に及す影轡の故たなるはll霧繍涜たざゐ；鰺に1、

て、温室栽増桑或はカヤチシヤの如く水分含：！ll：のftl画多なるものS飼育威績はfl朔1蕗が良なりt）

叉．九州帝大農糧：lz：ISI11中博1・：の．爵に」：れば南満洲iに於噛ては葡柳による杵淫；譲飼削よノ∫G｝の珊劣沈長ゐ

爲めか運しく不威績なりと云ふ⊂，然るに二｛争締等は澗宜“）給撚欣態に栽ま翻雪6」1！睡する雰にょhli・il岬

の飼育も叉櫟に劣らざるを：知れり。砺して著漸｝∫の供1試筒初1臆野顕飼料llりk分含’ltl：最もψなき

ものたるは前…長により朋なり。次ぎに興味あるは非蛋白宴τ雲に化〉物力網蹄織続の捜存を二k蝕1す

るやに考へらる義事なり。即ち野鐙飼料rl電には家叢飼料よ1）何れも著しく少く、蜜燈：飼研中に

於ても獄児の最も騰好する搬葉には蔚き葉に於ては陣しく小なきも批；撒用のbk熱葉に於ては殆

ど大差なき事なり。天、柞駿に於ては飼料中の非蛋口贋蜷素化合物多き櫟がより少菰き雰ε等よ

り1嗜好さ矛し飼育威績も叉良好なる等のjl癒り。

　尚蛋白質の種類に於ても家獄飼料中にはフ｝（溶性査！、1質1並‘こ0．3磨∫Na（；　1・1を含むt／｝OSili・；熱ア

ルコール可溶蛋白質著しく多く、野鍛飼料中には誘《羅飼料に比し0．2％NaOI－1可溶の∫旋i’1質

i多く70％アルコール可溶の蛋白質に箭むば絹，謙鵡が必然的に共の生活現蜜lllに於て此等の蛋ド1

質が必要なる事を裏書するものと云ふぺし。

　更に響類其他の成分に於ても野識と1家鱗の飼料に於ては博しく盤異を有す、殊に澱元糖が野

鍛飼料中の水溶｛坐糖類’1．）大部分を占むるも興味ある購と公ふぺし。叉飼料の糖瓶ぼ撫1卒の遮鹿

を要求するは家鷲も野識も同一にして家獄に於けるカキチシヤ或は温窒桑の如き低寧賦）ものの

磯育の不成績なるは勿論天，柞鑓に於ける票の如き糊肇に過ぐる場合も勿論不良なり。1こ蹴に

於ける繍の多少が期の経過を皮酉巳す腰因の飛翻糊・鮒・，殿儲のノ。‘ P錠（鵡癬簡

中にて未渡表）に糠るも明なりo

　爾此の購實は天、粋鑓にも共通の如く考へらるり今次に｛序滑等のヲ雛ll飼育に於ける経繊鑑を

示せぽ第六表の如し。
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第六炎　澗凱飼育綿過表
皿馴斎耶酋票w糀礎㈱ @　　　＝°nnVdi糊刑旧「pm’zavty．“：冊』紬酷瓢欄一TZ・”璃聯隅　　　．＿　　。㈱

櫟

槍

食　葉　中
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眠　　　Φ

　　　　食　葉　lli
i’1層il　柳

　　　　眠　　　1い

栗

1　齢

l　　　H　時
1　　7，00

2．or）

7．oo

2，05

l

［　　　7．00

　　2，10

食　　勇讐　中

1腸も　　　　中l

　　　　lI

9，1・差

陛　　；；・02

　　　　1

2　　i㌧3　齢

5．15

2，0，1）

4，20

2．eo

G．00

2，10

8．08

2．08

7．00

2．07

8．10

2。OS

4　齢

S。OO

2，12

9．06

2．22

8，10

2，2〔1

5　齢

7，09

翫uD

13．16

15．（x）

14．OO

焚育不齋にして｛；1日1穴部分艶獄とな
る

全　　齢

r）1，コ8

52．」2

53，20

欄讃の飼燃短瑚ゴにしてiliJ汐21・輌棉ζオ鏑を・1徽しめてノ灘囎1・的・紛の繍に労世

りこ，3齢崩りミ期より野外育とせり。

　以1：を汚察して縮…組轟の濁類によりfi・σ料Illの芥成分の割合に適否あるは明なるが費験範1．，］1．1に

於て絹縣鍛の捜育を：叉配すそ，煎た要凶としての共通1’1勺成分に關しては水分二｝iゆ多少、水溶性魯

成分物に非蛋白じ，f窒素化合物の多少、費白質の種類及糖類蛋rP爵｛の遭否如f可を塾げ欝るな砂。

　　　　　　　　　　　　　　　　　総　　　括

　停者1等は蜜識（1301nbyx　mori　L）天澱（Antheraea　Yamamai，　Gu6rin，，）及柞置譲（A，1’ernyi，

Gu壱rin）の棄なる飼ll～1櫃物i難llち魯桑及2牒農栽培の市帯、柘（Cudrania　Triloba）楮（Brou・

ssonetia　KazinQkl，　Siel），）　カギチシヤ（Lactuca　Sat量va，　Thtmb，　var．）1樂（Quercus　serrata，

Thunb，）構（Q。　glandu！ifera．　Blun　e）票（Castanea　Vulgaris）及薦柳（Salin　Viminalis，　L．）

に就き共の化塾的組雄を一般rl勺醤養成分、蛋白質の種類及糖分の多少に分ちて研究し飼料相力：

闇の飼料的債tp’〔を槍討し、野欝：飼料は家鑓危ld料より水分並に次ウ｝最著しく少く、糖願は野灘飼

料に比較的多きが特に水溶観1糖乗恥よ大部分濾疋嬢なるif，li・，3く非蛋内質窯索は野蓋置飼料には寂獄

飼料より少く殊に雅苗置期に著しく、何家鑓飼料中に方年ては魯桑に比し柘に遊だ多き事、蛋白質

の種類は野羅飼料｝（於ては0．2％苛’1！鯉1∫蓬1可溶のGlutelins多く、寂獄飼料には0．3％刈：性’醗

建を含む60％熱アルコールに可溶の蛋白質が火部分を占め、水溶性蛋白質は薬に最も多く亜ぎ

て櫟なるが此等爾飼料は蒙蛋濃及野鷲に於ける最適飼料なる蔀、糖矧蛋白傘は野醸飼1斗は壊慧飼

料より一般に高率なる事、家識飼料のカキチシヤ及溜室薬は乾物中のノ戊分¢）割合は必しも不良

ならざるも水分過多にして乾物藍の少なく1燈に糖知「1の少r．｝i：は一大欲無llたる購等を知り得たりo

　絡りに臨み本研究に當酵IE々御援助御指導を辱ふせし矢澤場長、－」一卜上博士：並に嵩籾ilの断木を1

惑興せられたる倉灘教授、温室桑の患輿を受けだる川rll博士に深謁」す。

　　　　　　　　　　　　　　　　（於　茨城縣獄業試験拶5）

　　　　　　　　　　　　　　　　　丈　　　　献

（1）　山本、岡本及今づト（192の　　丁有湖洲餓道株式會rit［：llりと試験1り～判ミ．il南㌻五輯111－13d（：嵜者直接見ズ）

（6b回）　　＃ヒ　　薯寒嬰　呈括　　一　　（1932）　　　置置系糸罎」聖制r…1謎三　、㌦⊃1．i～No・2　（12S－133）

（書呈）　尾　｝購　省　tT．：．（1931）　　ノレ大機學部墨i藝錐ポ濾　VQL4　No：）（4δ9－・497）
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（4）索　専灘（1919）　鋤噺’予艮銘27年銘31蹴（1316弔21）

（5）中根儒一（1935）　衣笠sy，潮乏N。・349（同・4）

（6）貴志罫太郎（1933）　1体泌靴導喩誌v・・LgN。・4（ぎ197－411）

（7）　rll曾根餐男　（1935）　　獄綜1撃皐「ヒ誌　V【｝LS　Nし｝・5　1－一一S）（tt｛i－r）：り

（8）岡　　　　（同）　同　　　　同　同　同（：383－一：瑚
（9）　　三三　～薩　1竃　ギ県　光　　（1921，）　　　膿き　直塾　　會　　射乏　N，，・12；；

（10）片　山　越　夫　（1915）　　微繋試験場ILi　i乏告　VQL　l　N，｝．1

（11）ぐ）呂bQrユエ馬Wl・ken．111照11d：1’・eavetlw。rlh（】921）」．　BM・（lllLtm－19・｛ll｝

（12）2i蒐塚英吉（1924）　醐亀試瞼捌賄v“L‘IN。・9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（受コ’llU1翻111年呂月MD

Comparative studies on the chemical constitutions 

of some kinds of the food plants for the true and 

wild silkworms, Bombyx mori, Antheraca 

Yamamai, Antheraca pernyi

Tyonan NAKASONE and Yoshiteru MIDORIKAWA

（．Receivecl，　Au　sr　ustコ、，1936）

R6sum6

　　The　auth。rs　made　some　comparative　s亡し1dies　on　t：he　imn（）r撫1t　f‘，蹴l　pl‘駕鵬瀞欄謹

〃～西ρ，Cudrania　tr〃oba，　P3rOitssonetitt　1£”a2inok’，加ぐtt‘αξSfttiVtl襯・、，9κ‘？，’ご”繊，w絢、‘～‘41，糖s、轟勲ぬ’え、’1γ1砺

Cαs’α，2ea　Vvdgar’5　aiid　Salin　z，hninal～s，）of　truの　and　wild　siUくw（》rn竃＄，

　The　reSults　obtained　were　as　fo1正ows：

　Great　differences　concerning　to　water，　sugar　and　P「o〔：ei竃1　c6nt“ut　we「｛，；fQuM細と購鍔

the　fQod　Plants　of　the　｛！01nesticated　aiitcl　、v江d　Slllcsvoi’ms，　us’　1”｝t，c：it／l正1y　　i豊1　t・1正も！　fully

grown　leaves．　The　sugar・proteil1・rat至o　was　generally　liigher　l簸tl瞭wild　s温ζwOI・ll’l　f鋤4

plants　thau　in　the　domestlcated　one，　but　water　contetユt　was正㈱s　i！ユth“fりm1燃働1、ilbc｝ut

45－70％）than　in　the　latter。　The　water－soluble　susr，ar　xvas　cc）n亡al塗副iu亡h康hl麻妻織

percentage　i捻Q．　se〃ata　and　th3　p1・otein　dis＄01ved童織hot三夏正kc，zline；／tIc‘｝hol，　wh童・：h¢｛／）mp｛）：儀購

the　large　part　of　the　proteilエin　leaves，　was　rich　in　quantity　itl（？，ε、｝’・瞬18匿m｛l　Stisfi＃

viminalis，　but　poor　in　Q．　gland’〃fel・a．

　On　considering　frem　the　preportion　of　thg　c1ユ曾m1cal　c伽欝t量tuen捻，　！蝋u1b“rぎy　1職しv藍｝s

were　found　to　be　the　best　foっd　piant　for　the　dolllesticat¢d　silkw⑪1騎m　aud（？．ぶ、w晦thctr

best　one　for　the　wild　silkworm，

　Protein　was　rich　iu　quantity　in　the　leaves　of（：Wrf’η’t2醒’‘，加and　pl℃t轍t　of縫臨裏｝1こult

had　very　d｛fferent　proP3r亡ies　from　that　of　！）lu正berry　leavcts．　Th¢　1桜竃vo零　虻》f　fl　tit・～鵠・耀

sativa　var・had　smaU　quantities　of　dry　lna枕¢r　and　also　each　Ilutritiva（｝！en’11c，tn，t：svEks　I⊃oりr，

especiaUy　sugar．

　　　　　　　　　　　　　　　　し（The　Iba1・aki　SaricuLtUra1

　　　　　　　　　　　　　　EXPorime臓t　SL叔tiくm，　i～｛it藍｝，」‘蒐1，頴聾．1｝


